
現在の建物が有する来館者の利便性を維持する。　

　現在の建物での配置を参考に、講堂等を機能的に配置するとともに、

エントランスは展示室来館者と講堂・会議室利用者を区分して設ける。

　地上に車寄せや駐車場を設けるとともに、歩車分離に配慮する。

※現時点のイメージであり、 今後の詳細検討により決定するものである。
※施設を所管する衆議院事務局と、 上記 「基本設計の基本的な方向性 （案）」 を調整。

講堂・会議室利用者用エントランスホール

４. 憲政記念館　（２）

【基本計画】
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（参考） 建物概要及び階層構成 （案）

※現時点の計画であり、 今後の詳細検討により決定するものである。

階層構成

9

憲政記念館

集会

執務・管理

展示・学習

保存

調査
研究支援

駐車場

展示・学習

1F

B3

B1

2F

3F

B2

B4 保存

執務・管理

執務・管理

調査研究支援

保存 修復 デジタルアーカイブ

執務・管理 展示・学習 交流 交流

交流国会議事堂（基壇部）

場所 ：国会前庭 （憲政記念館敷地）
建物 ：地上 3階地下 4階程度
総建物面積 ：約 42,000 ㎡

建物概要

国立公文書館




